
ポイントは、必ずおう吐物周囲の外側からスプレーして除菌し、おう吐物には
触れない様注意します。おう吐物に触れた手袋は直後に破棄して交換します

布やペーパータオルごと外側から
拭き取り、すぐにビニール袋へ

その上から、さらにスプレーします

10分後さらに上からスプレーする

おう吐物の上に使い捨ての布や
ペーパータオルでおおってください

おう吐物と、その周囲にもスプレー

おう吐物のあった床周辺へスプレー

処理後は、必ず手洗いをしてください

手袋、マスク、エプロン、靴カバーを装着

おう吐物の処理

※この使用説明は、次亜塩素酸ナトリウムの殺菌料ウィルバス(有効塩素濃度200ppm)をスプレーで使用する簡易的な方法です。
　おう吐物そのものを除菌する場合はウィルバス1000または塩素濃度1000ppm次亜塩素酸ナトリウムを使用して処理します。

着用

広範囲にスプレー

床の清掃も忘れず

十分にスプレー

約10分放置します

※おう吐物の飛散にも注意して
　半径2m以上を目安に
　スプレーしてください。

※使い捨ての紙製のヘラ等が
　あれば使用した方が良い

※拭き掃除の場合も、床面と
使い捨ての布やペーパータオル
にスプレーしてください

拭き掃除をする場合も
使い捨ての布や
ペーパータオルに
スプレーしてから
拭いてください

おう吐物や、その飛沫が処理者の衣服や
肌に付着しない様に処理前に装着します

おう吐物に近づく際も、おう吐物の飛散に
注意して広範囲へのスプレーが重要

おう吐物に触れない事と、一旦おう吐物に
接触したペーパータオルは触らないこと

ペーパータオルが十分に湿る程度で、
おう吐物が流れ出さないように注意

途中で乾燥しない様に追加スプレーします
最後に表面にもう一度スプレー

触れた手袋はこのあとすぐに破棄、交換
その他使用した掃除道具は全て廃棄処分

おう吐物が残っている場合は、もう一度
ペーパータオルでおおってスプレー

最後に、ウィルバスのスプレー容器も
スプレーしたペーパータオルで除菌します
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